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　平成29年の市内の火災発生件数は49件で、前
年の27件から22件増加しました。火災種別では、
主に空き地の枯草やごみなどが燃えた「その他
の火災」が一番多く、全体の約53％を占め、件
数は前年と比べて約３倍の26件に増加しました。

　その他の火災が発生した主な原因のなかに「た
き火」と「火入れ」があります。平成29年に発
生した火災のうち、たき火が原因のものは５件
で、火入れが原因のものは６件ありました。
　火入れとは、山林や原野、田畑、荒廃地など
での立木や雑草、堆積物などを面的に広く焼却
することです。
　たき火や火入れが原因で発生した火災の場合、
その多くは、風の影響で大きく燃え広がったり、
離れたところへ火の粉が飛んだりしたことで発
生しています。

　今の時期は、空気が乾
燥し風が強い日も多いの
で、屋外で火を取り扱う
ことや、たばこなどの小
さな火がきっかけになっ
て、火災が発生する危険
性が高くなります。

　これらの火災は、ちょっとした不注意で起こ
るものが多く、一人ひとりが火の取り扱いを注
意することで防ぐことができます。屋外での火
災を防ぐために、次のことに気を付けましょう。
●燃えやすい物の近くで火を使わない
　枯れ草などの近くで火を使うと、火災につな
がる危険性が高くなります。
　このような場所ではたき火はもちろん、火の
ついたたばこの吸い殻の投げ捨てなどは絶対に
しないでください。
●空気が乾燥して風の強いときは屋外で火を使
わない
　風が強いときは周囲の枯れ草などに飛び火し
やすく、火が拡大してしまう可能性が高いので、
やめましょう。
●火の取り扱い中はその場を離れない
　その場を離れたり、消火が不完全だったりす
ると火災になることがあります。火の取り扱い
中は絶対にその場を離れず、最後は確実に消火
したことを確認しましょう。
●消火器具を準備しておく
　万が一、周囲の枯草などに引火してしまった
ときに備えて、燃え広がる前に消火できるよう、
事前に消火器や水バケツなどを用意しておきま
しょう。

　昨年、その他の火災に次いで発生件数が多かっ
たのは、建物火災で21件。これは、火災発生件
数の約43％に当たります。
　火災を出さないように注意することはもちろ
んですが、大切なのは火災に早く気が付くこと
です。火災の早期発見は、被害を小さくし、皆
さんの命や財産を守ることにつながります。
　現在、全ての住宅で住宅用火災警報器の設置
が義務付けられています。火災の早期発見に有
効ですので、まだ設置していない人は取り付け
てください。また、いざというときに正しく作
動するよう定期的に点検しましょう。

屋外での火の取り扱いに注意しましょう
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お問い合わせは
消防本部予防課　459-7803へ

家から火を出さないために
①寝たばこは絶対にやめて、灰皿には水を入
　れる
②ストーブは、燃えやすい物の近くで使わない
③ガスコンロの周りに物を置かない。そばを離
　れるときは、必ず火を消す
④コンセントは、たこ足配線しない
⑤放火されないように、燃えやすい物を外に放
　置しない

火災になったときに命を守るために
①住宅用火災警報器を設置し、定期的に点検
　する
②身近な消火器の設置場所を確認する
③避難経路を確認し、避難の妨げになる物を
　置かない
④火災のときは、大声で周りに知らせながら逃
　げる

　３月１日～７日は、春季全国火災予防運動期間です。火災を防ぐためには、一人
ひとりの防火対策が重要です。この機会に火災予防について考え、もう一度、家の
中や身の回りを確認して火災を防ぎましょう。
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定期的に火災警報器を点検しよう
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